




 

〔はじめに〕 

 当施設でも筋ジス共同研究「入浴に関する看護」と云う課題をもとに、入浴

後に及ぼす影響を調査した結果、全般的に機能が向上し入浴は患児にとり気分

も爽快であるという事がわかった。今後介助者の負担も軽減した上で入浴回数

を増やし、快適な生活が送れる様にと、介助者の理想的人員や設備、機械の導

入などについて検討してみた。簡単に解決される問題ではないので、とりあえ

ず入浴時の着脱介助及着脱室の改善を行って見たので報告する。 


